
国際インターンシップの活用



インターンシップ 単位認定

各種専攻学科等の大学生
日本語能力Ｎ2相当

各種企業様
有償型インターンシップ

㈱アジア教育医療振興会
（一社）環太平洋教育医療振興協会

https://pr-em.com/

各種コーディネート

①人選・面接
②事前教育
③自学習指導等

随時サポート

①情報提供
②各種手続き等
③学生フォロー

各種大学と受入企業様の契約
国際インターンシップ産学協定書

国際インターンシップとは



国際インターンシップの流れ

事 前 準 備 国際インターンシップ期間
（ １年 ・６ヶ月・3ヶ月）

・人選・面接

・事前教育

・入管申請

・査証申請

・施設研修
・自主学習
・遠隔教育

・生活サポート
・定期訪問
・日々のＳＮＳ管理

帰 国

大学復学

サービス日本語の補強
研修内容の事前学習

申請期間
約 ３ ～ ４ヶ月

日本語能力・業務遂行
能力向上

定期訪問管理で問
題点を検討・解決

国際インターンシップの応募条件

・ 日本語能力試験Ｎ２～３相当以上
・ 大学より研修者であること及び単位認定

を認める事
・ インターンシップ活動の趣旨をよく理解

している事
・ 健康で素直な学生
・ 選考・面接に合格する事

・生徒様
来日前準備

・ 衣類・身の回り品・調味料など
季節・地域に合わせて用意

・ 来日後の生活費（学生自己負担）
２ヶ月分の生活資金

企業様の受け入れまでの流れ

・ 書類選考・面接（WEB等）
・ 入管申請資料の作成及び提出
・ 在留資格認定書を学生に発送
・ 現地で査証申請・発給
・ 日本入国～企業様へ



入国から帰国までの流れ

イ ン タ ー ン シ ッ プ 期 間 （１年・６ケ月・3カ月）

日本へ

到 着 帰

国

実務実習評価

修了式

銀行・市役所

各種手続き

実務実習開始

自主学習

空港送迎
転入・保険手続き
銀行口座開設

サービス日本語と
専門知識を学習

小論文の発表
修了証書授与

◼ 入国時の送迎 日本に入国した際に、空港から研修施設までの送迎は弊社が担当します。移動手段は車、電車、
高速バスあるいは新幹線等です。

◼ 市役所・銀行手続き 入国後、研修地域の市役所にて転入手続きを行う必要があります。同時に、国民健康保険、国民年金保険
などの手続きも行います。
研修先の企業から研修補助費の振り込み先、或いは貯蓄するために、銀行口座の開設が必要です。

◼ 転出手続き インターシップ修了時、研修地域から出る前に、転出手続きを行う必要があります。。

◼ 帰国時の送迎 インターンシップ先の都合により、帰国前日或いは当日まで業務となる場合、研修施設から空港までの送迎
を行います。



インターンシップの特徴

当社を選ぶ最大のメリット

➢ 日本入国前の事前教育完備、日本社会基本知識とインターンシップをよく理解させる教育を実施する

➢ 管理責任をしっかりもって、地域の距離により、月に１回或は２か月に一回、定期訪問管理を実施する

➢ 日々、弊社のインターンシップ担当者はＳＮＳ、ＬＩＮＥ等で学生の日常生活を十分なサポートを提供する

➢ 学生を週一回に週報を書かせて、担当者に仕事及び生活の現状を報告させる

➢ インターンシップ評価を実施し、評価表を作成して、大学に定期的に報告し、学生をしっかり管理する

➢ インターンシップ活動に参加希望の大学は年々増加している
面接で性格など人物を重視する事で良質な学生をご紹介いたします

弱点

➢ 日本語能力Ｎ3合格しても、日常会話でのニュアンスをよく理解できな
い場合がある、風習は違うから、細かい部分の意思疎通はすぐには難し
い

➢ インターンシップ指導担当者の手間がかかること
➢ 日本の社会・習慣に慣れるまでは意図しないトラブルが起こる可能性も

ある

利点

➢ 日本語だけではなく、母国語、英語など多種な言語を活用できる
➢ 繁忙期の派遣会社での人材提供困難の問題を解消できる
➢ 学生を指導する事で指導担当者の意識を向上させる

（教える事で、従業員自らも成長していく）
➢ 良い人材と巡り合い、卒業後双方は希望があれば就職の紹介も可能



費用について
国際インターンシップ参加者受け入れ企業様
ご負担費用

①学生滞在補助費総額 ： ￥150，000円/月程度（ 消費税含む）※詳細金額は企業規定に準ずる）

含むもの：①寮費・食費 2万円程度（週休２日制、実働時間１６０～１８０時間／月）
②参加者管理指導費 20,000円

②追加研修補助費 ￥1，000円／時間 （ ※規定実働時間を超えた場合）



Q & A ご質問への対応

Q1．申し込みはいつから出来ますか？

A. 申し込みは随時受付可能です。また、場合により入国手続きの兼ね合いにより、申込みから日本入国までに4～5ヶ月間要する場合が御座います。
ご理解をお願い申し上げます。

Q2．キャンセルの申請はいつまでにすればいいの？

A. 在留資格申請資料を入国管理局に提出までキャンセルが可能です。

Q3．寮がありませんが申し込みは出来ますか？

A． 査証の申請に必要な為、通勤出来る範囲の民間アパート等を寮として借り上げていただけます様お願い致します。

Q4．学生達が病気になったり、怪我をしたらどの様に対応すればいいの？

A． 学生は国民健康保険及び生命医療保険に加入しますので、各種病院での治療をお願い申し上げます。



Q5．月々の支払いはどうなるの？

A. 受入企業様より、学生に直接振込みをお願い申し上げます。
また、管理指導費は、弊社に振込みをお願い申し上げます。

Q6．研修途中で学生が帰国する事はありますか？

A. 研修期間中に基本的には帰国することが出来ませんが、特別な事情が発生した場合、帰国期間及びタイミングについて、受け入れ企業様
と学生とのご協議をお願い申し上げます。

Q7．残業及び休日出勤は出来るの？

A． 基本的には週５日の研修ですが、繁忙期のシフトに関しては個々の学生と協議をお願い申し上げます。

Q8．同じ部署のみでの研修でいいですか？

A. インターンシッププログラムによって各部署での研修を基本に、実際に研修の内容及び各部署の研修期間等は企業様の社員教育プロセス
等に任せ致します。

Q9．食事提供しますが、特別な扱いは必要ですか？

A． 他の従業員の方々と同じ料理のご提供してください。

Q10．アジアの大学生となりますが、どこの国の学生ですか？

A． 主に中国とインドネシアの学生になります。


